
◆ 小規模貯水槽水道等とは ?

水槽の管理、大丈夫？
～小規模貯水槽水道設置者の皆様へお願い～

水道水をいったん溜めた後、建物に飲み水として供給する受水槽のうち有効容量が１０㎥以下の施設、
または、地下水、表流水及び湧水を水源として飲用水を供給する井戸等の給水施設、のことをいいます
（下記参照）。

　受水槽以降の給水設備に関する管理責任は、水槽の設置者が負っています。
　水槽の管理が不適切であると、汚水や油の混入、錆や汚泥の沈積、ネズミや虫の侵入などによっ
て、水が汚染されます。汚染された水が供給された場合、給水を受ける住居者などの健康被害につな
がる恐れもあり、大変危険です。
　いつでも安全な水を供給できるよう、以下の点に留意し、水槽の管理をお願いします。

●汚染が判明するなど、供給される水に
異常が発生した場合は、保健所へご相談
下さい。

●水槽周辺の清潔保持に努めるととも
に、定期的に点検を行い、給水する水が
汚染されることのないよう必要な措置を講
じて下さい。

●水質検査を毎年１回以上定期に行って
下さい。

●水槽（受水槽・高置水槽）の清掃を毎年
１回以上定期に行って下さい。
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１０ｍ3を超える １０ｍ3以下



関係法令など
◆水道法（昭和３２年法律第１７７号）
第３４条の２

◆水道法施行規則（昭和３２年厚生省令第４５号）

◆八女市水道事業給水条例施行規程

◆福岡県引用井戸等衛生対策実施要領（県内町村のみ適用）

詳しくは、市役所又は保健福祉環境事務所にお問い合わせ下さい。

2020/1  上水道工務係

　簡易専用水道の設置者は、厚生労働省令で定める基準に従い、その水道を管理しなければならない。
２　簡易専用水道の設置者は、当該簡易専用水道の管理について、厚生労働省令の定めるところにより、
　定期に、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の登録を受けた者の検査を受けなければならない。

（管理基準）
第５５条
　法第３４条の２第１項に規定する厚生労働省令で定める基準は、次の各号に掲げるものとする。
一　水槽の掃除を毎年１回以上定期に行うこと。
二　水槽の点検等有害物、汚水等によつて水が汚染されるのを防止するために必要な措置を講ずること。
三　給水栓における水の色、濁り、臭い、味その他の状態により供給する水に異常を認めたときは、水質
　基準に関する省令の表の上欄に掲げる事項のうち必要なものについて検査を行うこと。
四　供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知つたときは、直ちに給水を停止し、かつ、その水
　を使用することが危険である旨を関係者に周知させる措置を講ずること。
（検査）
第５６条
　法第３４条の２第２項の規定による検査は、毎年１回以上定期に行うものとする。
２　検査の方法その他必要な事項については、厚生労働大臣が定めるところによるものとする。

　第５　管理基準
２　小規模貯水槽水道の設置者等は、水道法に規定する簡易専用水道の管理基準に準じた管理を行うも
　のとする。なお、当該施設の管理の適正化を図るため、水道法第３４条の２第２項の規定に準じ、管理の
　状況について、毎年１回以上定期に同項に規定する厚生労働大臣の登録を受けた者の検査を受けるこ
　とが望ましい。

名称 管轄地域 連絡先

南筑後保健福祉環境事務所
柳川市、八女市、筑後市、大川市

みやま市、大木町、広川町
0944-72-2163

（貯水槽水道設置者の責務）
第３６条　貯水槽水道のうち簡易専用水道（法第３条第７項に定める簡易専用水道をいう。次項において
同じ。）の設置者は、法第３４条の２の定めるところにより、その水道を管理し、及びその管理の状況に関す
る検査を受けなければならない。
２　前項に定める簡易専用水道以外の貯水槽水道の設置者は、規程に定めるところにより、当該貯水槽
水道を管理し、及びその管理の状況に関する検査を行うよう努めなければならない。

◆八女市水道事業給水条例

（簡易専用水道以外の貯水槽水道の管理及び自主検査）
第２７条　条例第３６条第２項の規定による簡易専用水道以外の貯水槽水道の管理及びその管理の状況
に関する検査は、次に定めるところによるものとする。
（１）　水道法施行規則（昭和３２年厚生省令第４５号）第５５条の規定に掲げる管理基準に準じて管理する
こと。
（２）　前号の管理に関し、毎年１回以上定期に、簡易専用水道以外の貯水槽水道の設置者が、給水栓に
おける水の色、濁り、臭い及び味に関する検査並びに残留塩素の有無に関する水質の検査を行うこと。


